
綿
一
肌
油
開
福
岡
勝
地
震
報
告

一

繭

岡

測

候

所

報

告

一
服
岡
で
は
八
日
午
後
十
時
二
十
九
分
二
十
五
秒
地
鳴
と
共
に
性
質
念
な
微
震
を
戚
じ
た
が
夫
か
ら
約
四
分
の
後
印
ち
午

後
十
時
三
十
三
分
二
十
二
秒
に
念
性
な
弱
震
が
起
b
初
期
微
動
繕
緩
時
間
二
秒
四
を
経
て
主
要
動
に
移
λ

リ
最
大
動
は
三
十

三
分
二
十
五
秒
に
於
て
北
々
西
の
方
向
に
会
振
幅
五
粍
五
週
期
O
秒
五
を
一
不
し
爾
後
三
四
同
は
引
藤
主
振
動
を
現
は
し
た

が
三
十
秒
間
を
経
℃
念
に
細
微
と
な
λ

リ
震
動
時
間
四
分
に
し
て
静
止
し
た
、
此
地
震
は
内
陸
性
地
震
で
あ
っ
て
性
質
が
払

だ
念
で
且
つ
上
下
動
を
伴
っ
た
が
然
め
人
身
の
戚
鐙
が
可
な
b
強
く
一
脳
同
で
は
人
々
戸
外
に
逃
出
す
る
程
で
あ
っ
た
印
ち

明
治
三
十
一
年
八
月
十
二
日
の
糸
島
強
震
に
亜
ひ
で
張
き
地
震
で
大
正
十
一
年
十
二
月
八
日
の
島
原
地
震
よ

b
は
約
二
倍

の
強
さ
で
あ
っ
て
三
十
年
来
見
、
去
る
庭
で
あ
る
震
源
は
一
服
岡
よ

b
南
方
約
四
里
宇
の
地
黙
で
佐
賀
般
の
図
境
附
近
代
営
る

で
あ
ら
う
。

此
地
震
は
振
動
の
強
か
っ
た
割
A
口
に
震
域
が
狭
院
で
あ
っ
て
震
源
の
深
さ
は
五
六
里
を
出
で
ま
い
る
一
く
一
服
岡
に
起
っ
た

一
種
の
特
後
地
震
で
あ
る
。
各
地
よ
9
の
報
告
左
の
如
し

六
七



mm
犬
塚

佐
賀

宮
崎

大
分

泉官官

本

少
し
揺
れ
る

震
動
時
間
五
秒

後
震
二
二
時
三
四
分
三
一
秒
。
弱
震
(
m
m
き
方
ν
性
質
稲
与
一
ω

震
動
方
向
束
よ

b
西
へ

後
震
時
二
二
時
三
三

O
O
秒

政
官
震
時
二
二
時
三
三
分
五
二
秒

後
震
時
二
五
時
三
三
分
四
一
秒

後
震
時
二
こ
時
三
四
分
六
秒

m
m
震

家
屋
可
な
か
動
揺
す

無
戚
初
期
微
動
二
十
八
秒

無
戚

初
期
微
動
十
六
秒

弱
震
(
m
m
さ
方
)
性
質
念

接
震
時
二
二
時
三
三
分
三
八
秒

微
震

性
質
綬

初
期
微
動
十
四
秒

初
動
方
向
北
々
束
或
は
南
々
西

一
般
の
人
に
戚
ず
る
程
度

性
質
念

家
屋
可
な
A
Y
動
揺

...Lo 
ノ、

/¥. 
垂
下
物
動
揺

戸
障
子


